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令
和
２
年
３
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
予
算
案
、
諸
議
案

の
提
案
に
あ
た
り
、
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
・
主
要
施
策
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

我
が
国
の
景
気
は
消
費
税
率
引

き
上
げ
や
自
然
災
害
の
影
響
も
加
わ

り
、
い
っ
た
ん
減
速
し
た
も
の
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
が
一
時
的
な
も
の
で

あ
り
基
調
と
し
て
は
緩
や
か
に
拡
大

し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
雇
用
条
件
や
所
得
環
境
の
改
善

が
続
く
な
か
で
、
緩
や
か
な
回
復
が

続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が

米
中
貿
易
摩
擦
、
中
東
情
勢
を
巡
る

地
政
学
的
リ
ス
ク
、
さ
ら
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
不
確
実
性
も
高
ま
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
沖
縄
県
は
令
和
２
年
３
月

に
第
二
滑
走
路
が
供
用
開
始
さ
れ
る

那
覇
空
港
を
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
種
振
興
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

２
年
後
の
令
和
４
年
に
、
復
帰
50
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

新
時
代
沖
縄
の
到
来
に
向
け
、
ア
ジ

ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り
込
み
、

経
済
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
を
構

築
し
、
安
定
的
に
発
展
す
る
好
循
環

を
創
り
上
げ
る
た
め
、
引
き
続
き
、

島
の
鼓
動
、
人
々
の
輝
き
、
限
り
な

い
沖
縄
の
可
能
性
を
存
分
に
引
き
出

し
つ
つ
、
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
の

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、
現

在
進
め
て
い
る
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
基
本
計
画
の
総
点
検
結
果
や
新
沖

縄
発
展
戦
略
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市

町
村
、
経
済
団
体
、
県
民
の
皆
様
か

ら
広
く
意
見
を
伺
い
、
新
た
な
振
興

計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
本
格
的
に
取
組
を
開
始
し

た
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現

と
と
も
に
、
沖
縄
の
実
情
に
合
っ
た
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
沖
縄
ら
し

い
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
」
を
推

進
し
、
国
際
社
会
が
目
指
す
持
続
可

能
な
社
会
の
構
築
に
も
貢
献
で
き
る

よ
う
、
全
県
的
に
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
世
界
的
な
脅

威
と
な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
や
県
内
で
発
生
し
た
豚
熱
（
Ｃ

Ｓ
Ｆ
）
へ
の
対
策
な
ど
町
民
の
生
命
・

財
産
・
経
済
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
予

測
困
難
な
リ
ス
ク
に
関
係
機
関
と
連

携
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
内

外
の
情
勢
に
お
い
て
、
久
米
島
町
は

依
然
と
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
地
域
活
力
の
低
下
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
は

長
期
的
視
点
で
取
り
組
む
課
題
で
あ

り
ま
す
が
現
状
、
町
内
に
あ
る
空
き

家
の
利
活
用
促
進
を
含
め
て
移
住
定

住
が
で
き
る
体
制
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
整
備
の
推
進
や
新
た
な
産
業

と
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
た
め
、
国

及
び
県
の
関
連
部
局
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
海
洋
深
層
水
な
ど
の
自
然

資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
施

策
「
久
米
島
モ
デ
ル
」
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
本
施
策
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
や

令
和
12
年
に
向
け
世
界
が
合
意
し
た

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標 

エ
ス
・
デ

ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
」
に
も
合
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
国
内
外
か
ら
の
注
目
度

も
高
く
、
産
業
視
察
観
光
等
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
、
施
策
推
進
の

一
部
を
担
う
「
国
際
海
洋
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
に
つ
い
て
も
態
勢
を
さ
ら
に

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
声
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
行
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
で
第
２
次

総
合
計
画
（
基
本
計
画
）
の
前
期
計

画
期
間
が
終
了
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
前
期
計
画
の
進
捗
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
課
題
抽
出
を
行
い
、
後
期

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
後

期
に
お
い
て
は
、
計
画
実
現
に
向

け
て
久
米
島
町
全
体
を
俯
瞰
し
て
諸

課
題
を
結
び
つ
け
、
生
活
や
経
済
の

基
盤
を
つ
く
る
公
・
民
・
学
連
携
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ア
ー
バ
ン
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
）
を
立

ち
上
げ
「
未
来
創
造
型
ま
ち
づ
く

り
」
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
て
い

る
具
志
川
庁
舎
を
９
月
末
日
に
廃
止

す
る
予
定
で
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
合
併
前
の
旧
具
志
川
村
区
域

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め

10
月
１
日
か
ら
、
あ
じ
ま
ー
館
内
に

具
志
川
出
張
所
を
設
置
し
、
総
合
窓

口
方
式
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
基
本
的
な
方
針
に
基
づ

き
、
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
施
策

に
つ
い
て
そ
の
骨
子
を
申
し
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
い
、
さ
と
う
き
び
等

で
担
い
手
不
足
の
問
題
な
ど
経
営
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現

状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
国
の
農

業
政
策
で
あ
る
沖
縄
県
次
世
代
人
材

投
資
事
業
（
青
年
就
農
給
付
金
事
業
）

の
活
用
に
よ
り
、
担
い
手
育
成
を
積

極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
り
、
担
い

手
に
農
地
集
積
を
進
め
て
い
く
と
同

時
に
栽
培
技
術
や
経
営
能
力
の
向
上

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
で
生

産
さ
れ
た
農
産
物
を
加
工
し
、
付
加

価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
６
次
産
業

化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
地
域
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
水
産

業
に
つ
い
て
は
、
農
業
と
並
ぶ
島
の

基
幹
産
業
で
あ
り
第
２
次
久
米
島
町

総
合
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
連

携
す
る
産
業
づ
く
り
及
び
、
多
面
的

な
漁
業
の
振
興
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
久
米
島
モ
デ
ル
に
お
け
る
海
洋

深
層
水
を
活
用
し
た
栽
培
漁
業
の
振

興
、
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
農
業
の
振
興

さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

３
期
連
続
で
５
万
ト
ン
以
上
の
生
産

量
に
な
り
、
今
後
も
「
さ
と
う
き
び

農
業
機
械
等
リ
ー
ス
支
援
事
業
」
に

よ
り
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
及
び
株
出
管
理

作
業
機
械
を
導
入
し
、
刈
り
取
り
作

業
及
び
肥
培
管
理
作
業
の
機
械
化
を

推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
さ
と
う
き

び
優
良
種
苗
安
定
確
保
事
業
」
に
よ

り
、
優
良
種
苗
の
確
保
及
び
農
家
へ

の
普
及
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町
単

独
事
業
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
振
興

協
議
会
の
支
援
、
干
ば
つ
・
灌
水
対

策
事
業
、
さ
と
う
き
び
共
済
掛
金
助

成
事
業
、
さ
と
う
き
び
病
害
虫
総
合

防
除
対
策
事
業
等
に
よ
り
さ
と
う
き

び
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

甘
し
ょ
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

３
月
に
沖
縄
県
知
事
か
ら
拠
点
産
地

の
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
生

産
拡
大
に
つ
な
が
り
、
平
成
29
年
度

よ
り
生
産
量
が
県
内
１
位
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
加
工
施
設
の
稼

働
に
よ
り
更
な
る
生
産
振
興
を
図
る

と
と
も
に
「
甘
し
ょ
優
良
種
苗
普
及

事
業
」
で
優
良
種
苗
を
確
保
し
、
農

家
へ
の
普
及
と
生
産
拡
大
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
早

期
根
絶
を
目
指
し
て
薬
剤
の
助
成
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
、
鹿
児
島
県
・
宮
崎
県
・

沖
縄
県
内
で
発
生
し
て
い
る
基
腐
病

に
よ
り
、
生
産
量
が
減
少
し
て
お
り

ま
す
の
で
沖
縄
県
と
連
携
し
て
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

花
卉
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

県
花
卉
園
芸
農
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
・
災

害
に
強
い
栽
培
施
設
事
業
等
」
の
導

入
に
よ
り
生
産
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
に
つ
い
て
は
、
生
産
出

荷
が
伸
び
て
き
て
お
り
今
後
沖
縄
県

の
拠
点
産
地
認
定
に
向
け
、
生
産
者

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
久
米
島
町
か
ぼ
ち
ゃ
産
地
協
議

会
を
中
心
に
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
」
の
導
入
に
よ
り
生
産
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
肉

用
牛
取
引
価
格
の
上
昇
が
続
き
、
生

産
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
前
年

度
に
引
き
続
き
沖
縄
県
の
「
畜
産
担

い
手
育
成
事
業
」
に
よ
り
畜
舎
、
草

地
等
の
整
備
を
行
い
、
ま
た
「
優
良

雌
牛
導
入
事
業
」
に
よ
り
母
牛
の
増

頭
及
び
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
町
単
独
事
業
と
し
て

は
「
繁
殖
雌
牛
共
済
掛
金
助
成
事
業
」

「
優
良
雌
牛
自
家
保
留
支
援
事
業
」
な

ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
及
び
生

産
者
と
一
体
と
な
っ
て
畜
産
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
全
て
の
農
産
物
を
対

象
に
「
収
入
保
険
制
度
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
収
入
保
険
制
度
は
、
品
目

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に

よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格

低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補

償
す
る
仕
組
み
で
す
。
町
と
し
て
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
周
知
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
水
産
業
の
振
興

水
産
物
加
工
処
理
施
設
及
び
海
業

支
援
施
設
に
お
い
て
、
マ
グ
ロ
や
モ

ズ
ク
、
車
エ
ビ
を
中
心
と
し
た
水
産

物
の
加
工
品
を
生
産
、
販
売
す
る
こ

と
で
、
水
産
業
の
振
興
発
展
、
漁
業

従
事
者
の
経
営
安
定
と
所
得
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

観
光
産
業
と
連
携
を
強
化
し
、
相
乗

効
果
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
久

米
島
町
の
水
産
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

（
１
）
商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
久

米
島
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
町

内
各
企
業
お
よ
び
事
業
所
の
成
長
・

発
展
に
資
す
る
施
策
の
実
施
、
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。
本
町
に
は
多
様

な
資
源
や
素
材
が
豊
富
に
あ
り
、
町

内
各
企
業
・
事
業
所
の
努
力
に
よ
り 

地
域
特
産
品
と
し
て
生
産
、
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
地
域

内
消
費
が
限
ら
れ
る
た
め
、
企
業
お

よ
び
事
業
所
の
経
営
安
定
に
は
、
新

規
顧
客
の
獲
得
、
消
費
拡
大
が
最
重

要
と
捉
え
、
販
路
拡
大
・
開
拓
支
援

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
成

果
と
し
て
物
産
展
で
の
新
規
顧
客
獲

得
も
着
実
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
令
和

２
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
久
米
島

特
産
品
販
路
開
拓
事
業
等
に
よ
り
、

商
工
業
の
経
営
安
定
に
必
要
不
可
欠

な
販
路
拡
大
・
開
拓
支
援
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
全
国
的
に
顕
在
化
し

て
い
る
人
材
確
保
や
人
手
不
足
と
い

っ
た
経
営
を
支
え
る
課
題
に
本
町
で

も
直
面
し
て
お
り
、
雇
用
環
境
の
改

善
が
急
務
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
久

米
島
商
工
会
等
経
済
５
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
雇
用
確
保
対
策
や

令和２年度 施政方針

は
じ
め
に

農
林
水
産
業
の
活
性
化

商
工・観
光
産
業
の
活
性
化
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雇
用
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

久
米
島
紬
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

中
核
団
体
で
あ
る
久
米
島
紬
事
業
協

同
組
合
が
創
立
50
周
年
の
節
目
を
迎

え
、
今
後
の
更
な
る
飛
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
周
年
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
だ
施
設
環
境
整
備
や
素
材
確
保

整
備
へ
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

に
つ
い
て
も
、
久
米
島
紬
事
業
協
同

組
合
と
連
携
し
な
が
ら
久
米
島
紬
の

伝
統
的
な
技
法
を
継
承
す
る
後
継
者

の
育
成
を
は
じ
め
、
国
指
定
重
要
無

形
文
化
財
の
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
を
図

り
つ
つ
、
販
路
拡
大
・
販
売
促
進
等

の
支
援
を
行
い
、
久
米
島
紬
の
継
承
・

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
観
光
産
業
の
振
興

観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
第
２
次
久
米
島
町
観
光
振
興
基
本

計
画
」
が
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
計

画
１
年
目
は
、重
点
項
目
で
あ
る
「
観

光
意
識
の
醸
成
」「
観
光
人
材
育
成
」

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
強
化
」
や
、

基
本
項
目
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
」「
安
心
・
安
全
な
観

光
地
の
実
現
」「
地
域
の
観
光
関
連
団

体
の
組
織
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り
」

等
の
施
策
に
つ
い
て
、
推
進
幹
事
を

中
心
に
実
施
、
着
手
し
ま
し
た
。
計

画
の
管
理
・
推
進
を
担
う
委
員
会
や

ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
計
画
１
年

目
の
振
り
返
り
や
評
価
・
点
検
・
改

善
を
行
い
、
観
光
振
興
計
画
の
施
策

実
施
に
よ
る
観
光
産
業
の
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
産

業
を
中
核
と
し
た
地
域
経
営
組
織
と

し
て
設
立
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
久

米
島
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
候
補
法
人
と
し

て
国
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
候

補
申
請
に
向
け
組
織
さ
れ
た
「
久
米

島
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
協
議
会
」
が
実
施

す
る
事
業
へ
支
援
を
行
い
、
早
期
の

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
国
へ
の
登

録
を
目
指
し
、
同
組
織
を
活
用
し
た

地
域
経
営
、「
チ
ー
ム
久
米
島
」
に
よ

る
産
業
振
興
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）
交
通
の
確
保

離
島
を
結
ぶ
航
路
は
、
住
民
や
交

流
人
口
に
と
っ
て
重
要
な
交
通
手
段

で
あ
り
、
物
流
、
観
光
及
び
産
業
活

動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

航
空
路
線
に
つ
い
て
は
利
用
度
の

高
い
交
通
手
段
で
あ
り
、
定
期
路
線

の
維
持
・
確
保
及
び
ジ
ェ
ッ
ト
便
の

増
便
等
、
輸
送
体
制
の
拡
充
、
利
便

性
の
向
上
等
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

航
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
よ

り
新
造
船
が
就
航
し
、
島
民
を
は
じ

め
利
用
者
の
快
適
性
や
運
行
時
間
の

短
縮
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
住
民
や
交
流
人
口
に
と

っ
て
重
要
な
交
通
手
段
と
し
て
、
維

持
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
航
空
路
に
お
け
る
交
流

人
口
等
向
け
運
賃
お
よ
び
航
路
に
お

け
る
物
流
コ
ス
ト
の
軽
減
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
と
の
意
見
交
換
や
要
請

等
に
よ
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

通
学
・
通
勤
・
買
物
・
通
院
な
ど
重

要
な
生
活
交
通
路
線
で
あ
る
と
と
も

に
、
島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
に
と
っ

て
も
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
環
境
の
変
化
や
利
用
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
等
も
踏
ま
え
、
運
行
形
態

や
ダ
イ
ヤ
の
検
証
を
行
っ
て
お
り
、

バ
ス
停
環
境
改
善
も
含
め
、
着
実
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
安
全
か
つ
定
時

運
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
社
会

復
帰
の
た
め
施
設
通
所
す
る
町
民
を

対
象
に
、
運
賃
無
料
化
を
継
続
し
、

外
出
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　
　

（
１
）
学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

変
動
の
激
し
い
21
世
紀
を
力
強
く
、

逞
し
く
生
き
抜
く
「
生
き
る
力
」
を

全
て
の
子
ど
も
達
に
育
む
こ
と
に
あ

り
ま
す
。「
生
き
る
力
」を
育
む
と
は
、

「
知
・
徳
・
体
」
調
和
の
と
れ
た
子
ど

も
の
育
成
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中

で
も
教
育
委
員
会
で
は
、
本
町
の
教

育
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
『
学
力
の

向
上
』
を
基
軸
と
し
て
、
子
ど
も
達

一
人
一
人
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付

け
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
順
次
完
全
実

施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
で
は

現
在
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
人
と

な
る
令
和
12
年
を
念
頭
に
置
き
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
教
育
理
念
を
『
幼
児
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
「
確
か
な
学
力
」

を
向
上
さ
せ
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
』

～
島
に
誇
り
を
持
ち
、
心
に
夢
を
持

て
る
幼
児
児
童
生
徒
の
育
成
～
を
掲

げ
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
教
師
の
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
本
町
の
児

童
生
徒
の
学
力
は
着
実
に
伸
び
て
き

ま
し
た
。
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
い
て
小
学
校
で
は
教
科
総
合

で
全
国
を
上
回
り
、
中
学
校
で
も
ほ

ぼ
全
国
並
の
結
果
を
得
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
結
果
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
授
業
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

将
来
に
夢
を
持
ち
主
体
的
に
学
べ
る

児
童
生
徒
を
育
成
で
き
る
よ
う
各
学

校
の
特
色
を
生
か
し
た
取
組
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
継
続
し
て
、
基
礎
学
力
向
上

学
習
支
援
員
を
小
学
校
３
名
、
中
学

校
に
４
名
、
合
計
７
名
配
置
し
、
基

礎
的
な
学
力
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
併
せ
て
中
学
校
で
は
学
習

習
慣
の
定
着
と
学
習
へ
の
興
味
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
放
課
後

自
主
学
習
の
場
「
ま
な
び
や
」
を
開

設
し
、
生
徒
の
意
識
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
学
校
の
教
科
書
改
訂

に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
更
新
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
こ

と
な
ど
で
学
習
意
欲
及
び
学
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
学
習
用

情
報
機
器
の
更
新
を
計
画
的
に
実
施

し
、
引
き
続
き
学
力
向
上
に
資
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
環
境
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
活
動
の
中
で
は
、
人
、
自
然
、

伝
統
文
化
な
ど
、
地
域
の
豊
か
な
教

育
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
学

校
・
家
庭
地
域
・
産
業
界
が
連
携

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
久
米
島
の
良
さ
を

知
り
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着

を
持
て
る
子
ど
も
達
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

耐
震
診
断
結
果
を
踏
ま
え
基
準
に
満

た
な
い
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
計
画

と
併
せ
て
学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
て
、
安
全
な
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
実
態
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
し
、

子
供
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教
育

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
や
県
が

推
進
し
て
い
る
「
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
」
に
つ
い
て
は
、『
久
米

島
町
教
職
員
の
働
き
方
改
革
推
進
計

画
』
を
策
定
し
、
夏
休
み
期
間
中
の

学
校
閉
庁
日
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ

ー
ク
の
設
定
及
び
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
等
を
図
り
、
勤
務
環
境
を

整
え
教
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
仲
里
幼
稚

園
と
清
水
幼
稚
園
の
２
園
の
園
児
の

状
況
等
に
応
じ
た
教
諭
体
制
で
保
育

面
や
安
全
面
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
預
か
り
保
育
に
つ

い
て
は
、
仲
里
幼
稚
園
、
清
水
幼
稚

園
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
安
全

で
充
実
し
た
保
育
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
２
）
生
涯
学
習
の
振
興

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
新
春
書

道
展
、
ま
た
各
種
講
座
・
体
験
活
動

事
業
等
を
展
開
し
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
に
至
る
ま
で
町
民
が
生
き
生
き
と

学
習
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。　

ま
た
、
昨
年
よ
り
建
設
中
の
複
合

型
防
災
・
地
域
交
流
拠
点
施
設
に
つ

い
て
は
、
開
館
に
向
け
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
平
時
は
町
民
の「
学

び
」
の
場
で
あ
る
図
書
館
や
地
域
交

流
施
設
、
災
害
時
に
は
避
難
施
設
と

し
て
供
用
開
始
し
ま
す
。
町
民
や
久

米
島
を
訪
れ
る
多
く
の
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
施
設
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
「
久

米
島
町
電
子
図
書
館
」
実
証
事
業
に

つ
い
て
は
、
複
合
型
防
災
・
地
域
交

流
拠
点
施
設
内
の
図
書
館
と
合
わ
せ

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
読
書
の
機
会

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
読
書
環
境
の

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
交
流
事
業
と
し
て
、

新
潟
県
十
日
町
市
と
の
な
か
さ
と

交
流
、
佐
賀
市
と
の
中
学
生
交
流
、

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
事
業
を
継
続

実
施
し
、
児
童
・
生
徒
の
視
野
を

広
め
る
と
と
も
に
将
来
の
久
米
島

を
担
う
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

健
康
・
体
力
増
進
を
図
る
た
め
、
久

米
島
町
体
育
協
会
な
ど
の
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
民
運
動
会

や
水
泳
教
室
な
ど
の
各
種
体
育
行
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
久
米
島
中

体
連
行
事
と
し
て
も
実
施
さ
れ
て
い

る
伝
統
的
競
技
で
あ
る
沖
縄
角
力
の

保
存
、
継
承
を
図
る
た
め
沖
縄
角
力

協
会
久
米
島
支
部
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
文
化
の
振
興

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
民
が

文
化
活
動
に
親
し
め
る
よ
う
文
化
協

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
関
連
行

事
の
活
性
化
を
促
し
文
化
活
動
の
充

実
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
よ

り
一
部
崩
落
し
た
宇
江
城
城
跡
、
具

志
川
城
跡
石
垣
の
積
み
直
し
を
優
先

し
、
整
備
を
進
め
つ
つ
指
定
文
化
財

の
整
備
・
修
復
を
計
画
的
に
行
い
、

学
習
教
材
や
観
光
資
源
と
し
て
の
保

存
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
博
物

館
の
管
理
運
営
に
お
い
て
は
、
収
蔵

資
料
の
保
存
管
理
を
始
め
、
企
画
展
、

講
座
、
各
種
教
室
等
の
開
催
に
よ
り

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
情
報
の
発
信

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
史
編
集
事
業
に
お
い
て
は
、
刊

行
計
画
の
も
と
に
久
米
島
町
史
資
料

編
１
「
久
米
島
の
戦
争
記
録
」
の
発

刊
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
指

定
管
理
に
移
行
す
る
予
定
で
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
飼
育
展
示
を
通
し
て
ク
メ
ジ
マ
ボ

タ
ル
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
希
少
種
等

の
保
護
調
査
や
児
童
生
徒
の
環
境
学

習
の
場
と
し
て
、
ま
た
観
光
客
に
対

す
る
自
然
学
習
施
設
と
し
て
も
効
果

的
な
利
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
学
校
給
食

学
校
給
食
は
、
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
豊
か
な
食
事
を
通
し
て
、

児
童
生
徒
の
健
康
増
進
、
体
位
の
向

上
及
び
正
し
い
食
習
慣
を
図
る
と
と

も
に
食
事
を
す
る
こ
と
で
相
互
間
の

心
の
ふ
れ
あ
い
、
好
ま
し
い
人
間
関

係
の
育
成
の
場
と
し
て
、
社
会
性
を

養
う
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引

き
続
き
、
学
校
給
食
の
目
的
、
目
標
、

役
割
が
周
知
で
き
る
よ
う
積
極
的
に

食
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に

「
安
心
・
安
全
・
美
味
し
い
給
食
」
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
産
地
消
の
拡
大
に
向
け
て
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
元
産

の
食
材
を
学
校
給
食
に
活
用
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
現

在
、
老
朽
化
し
て
い
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
性

の
高
い
学
校
給
食
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
最
新
の
衛
生
管
理
基
準
に
適
合

し
た
施
設
整
備
と
す
る
た
め
、
移
転

建
て
替
え
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
５
）
久
米
島
高
校
魅
力
化

島
唯
一
の
高
校
で
あ
る
久
米
島

高
校
は
人
口
減
少
な
ど
に
伴
う
定
員

割
れ
に
よ
り
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会

か
ら
園
芸
科
の
廃
科
案
が
示
さ
れ
る

な
ど
、
将
来
的
に
高
校
の
存
続
自
体

が
危
惧
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
高
校
の
存
続
問
題
は
町
の
子
育

て
、
人
材
育
成
の
環
境
の
み
な
ら
ず
、

人
口
減
少
に
も
拍
車
が
か
か
り
、
経

済
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
久
米
島
高
校
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
高
校
魅
力
化
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
魅
力
化
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
島
外
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
が
、
離
島
留
学
生
の
受
け

入
れ
は
、
地
元
の
生
徒
も
良
い
刺
激

を
受
け
て
お
り
、
国
公
立
及
び
難
関

私
立
大
学
合
格
を
含
め
て
進
学
率
が

向
上
す
る
な
ど
の
相
乗
効
果
が
出
て

い
ま
す
。
そ
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
、
じ
ん
ぶ
ん
館
内
に
設
置
の

町
営
塾
「
久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー
」

を
、
本
年
度
完
成
予
定
の
複
合
型
防

災
・
地
域
交
流
拠
点
施
設
へ
移
設
し

ま
す
。

ま
た
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と
国
際
理
解
、

異
文
化
経
験
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
姉
妹
提
携
先
の
ハ

ワ
イ
郡
コ
ナ
ワ
エ
ナ
高
校
と
、
引
き

続
き
交
流
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
・
文
化
の
充
実
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町
民
福
祉
に
つ
い
て
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
に
よ

る
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
り
、
す
べ

て
の
町
民
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
食
料
品
や

生
活
必
需
品
な
ど
買
い
物
に
困
っ
て

い
る
地
域
で
実
施
し
て
い
る
「
移
動

販
売
車
」
に
よ
る
買
い
物
支
援
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
出
産
や
難
病
等
の

治
療
で
沖
縄
本
島
の
医
療
機
関
に
通

院
す
る
場
合
の
経
済
的
負
担
軽
減
対

策
の
一
環
と
し
て
、
安
く
長
期
滞
在

の
で
き
る
宿
泊
施
設
の
整
備
を
継
続

要
請
す
る
と
と
も
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

島
の
実
現
」
の
た
め
に
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
１
）
母
子
保
健
・
児
童
福
祉

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
定
員
受
け

皿
の
確
保
や
待
機
児
童
解
消
を
図
る

た
め
に
保
育
士
確
保
が
急
務
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
確
保
は
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
保
育
士
の
安
定
的
な

確
保
・
定
着
の
た
め
に
、
町
内
の
潜

在
保
育
士
等
へ
の
呼
び
か
け
や
待
遇

面
の
向
上
、
島
外
か
ら
の
保
育
士
確

保
に
つ
い
て
、
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

就
学
前
及
び
就
学
時
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充
実
や
学

童
ク
ラ
ブ
の
開
所
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
更
な
る
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
旧
仲
里

改
善
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
幼
児
か
ら
小

学
生
が
気
軽
に
安
心
し
て
遊
べ
る
公

園
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
発
達
に

特
性
が
み
ら
れ
る
多
動
性
障
害
・
注

意
喚
起
欠
陥
な
ど
の
子
ど
も
た
ち

を
早
い
段
階
で
専
門
医
や
言
語
聴
覚

士
、
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
な

ど
の
専
門
職
に
診
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
社
会
生
活
上
の
困
難
さ
を
少

し
で
も
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨

年
度
、
公
立
久
米
島
病
院
に
開
設
さ

れ
た
「
子
ど
も
療
育
外
来
」
の
利
用

者
療
養
費
の
一
部
を
助
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
の
虐
待
の
対

応
と
し
て
は
関
係
機
関
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、
児
童

虐
待
に
関
す
る
現
状
や
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
情
報
共
有
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
性
の
強

化
を
図
る
た
め
、
児
童
福
祉
司
任
用

研
修
を
は
じ
め
各
種
研
修
会
の
受
講

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
健
康
づ
く
り

喫
煙
や
多
量
飲
酒
、
栄
養
の
偏
っ

た
食
事
や
運
動
不
足
等
の
生
活
習
慣

の
乱
れ
は
、
体
を
徐
々
に
蝕
ん
で
い

き
ま
す
。
差
し
迫
っ
た
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
健
康
状

態
を
知
る
こ
と
、
特
定
健
診
の
受
診

勧
奨
及
び
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層

強
化
し
、
受
診
率
60
％
を
目
標
に
早

い
段
階
か
ら
周
知
活
動
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

子
ど
も
健
診
に
つ
い
て
、
実
施
及

び
事
後
経
過
観
察
を
学
校
と
連
携
し

て
支
援
し
、
健
診
異
常
率
の
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た
運

動
指
導
・
食
事
指
導
を
行
う
健
康
福

祉
施
設
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
「
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｐ
」（
ス
マ
ッ
プ
）
を
中
心
に
、

運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
町

内
の
事
業
所
と
連
携
し
内
容
を
充
実

さ
せ
、
利
用
者
を
増
や
す
よ
う
取
り

組
み
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
町

民
全
世
代
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
高
齢
者
福
祉

本
町
で
も
高
齢
化
率
の
伸
び
と
共

に
独
居
高
齢
者
や
夫
婦
の
み
の
高
齢

者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
認
知
症
高
齢
者
も
増
加
し
て
き

て
お
り
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
多
様
化
す
る
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
国
の
基
本
指
針

に
基
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
り
な
が
ら
認
知
症
対

策
及
び
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
及
び
成
年
後
見
制
度
推
進
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
障
害
者
福
祉

地
域
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
人
の

社
会
参
加
の
機
会
の
確
保
や
、
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
共
生
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
「
障
害
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」「
就
労
継
続
支
援
（
Ｂ

型
）」
の
各
事
業
所
と
連
携
を
図
り
、

障
害
者
の
自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
当
事
者
・
保

護
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
現
存
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
支
援
が

満
足
に
行
き
届
か
な
い
と
い
う
問
題

も
抱
え
て
お
り
ま
す
。
障
害
関
係
事

業
所
だ
け
で
な
く
「
社
会
福
祉
協
議

会
」「
介
護
事
業
所
」
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
で
支
え
合
い
、
切
れ
目
の
な
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
生
活
困
窮
者
等
対
策

生
活
困
窮
者
等
や
地
域
の
要
援

護
者
を
早
期
に
把
握
し
、
自
立
・
就

労
に
向
け
た
様
々
な
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

総
合
的
・
一
体
的
に
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　久

米
島
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ラ
岳

キ
ク
ザ
ト
サ
ワ
ヘ
ビ
生
息
保
護
区
と

し
て
新
規
指
定
に
関
係
機
関
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
整

備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
ゴ
ミ
対
策

ゴ
ミ
の
な
い
島
づ
く
り
の
た
め
に

は
住
民
の
意
識
改
革
が
最
も
必
要
で

す
の
で
、
ゴ
ミ
の
分
け
方
、
出
し
方

に
対
す
る
住
民
意
識
の
啓
発
や
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
は
依
然
と
し
て
見
受
け
ら

れ
、
特
に
廃
家
電
製
品
の
投
棄
が
目

立
つ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
不
法
投
棄

に
関
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
監
視

員
を
配
置
し
監
視
を
強
化
す
る
と
と

も
に
行
政
、
区
長
会
、
警
察
が
連
携

し
て
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

漂
着
ゴ
ミ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
除
去
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
沖
縄
県
海
岸
漂
着
物
等
地
域
対

策
推
進
事
業
を
活
用
し
漂
着
物
を
回

収
、
調
査
、
環
境
教
育
活
動
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
焼
却
施
設
が
耐
用
年
数
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
施
設
の
更
新
に

向
け
て
整
備
計
画
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
環
境
美
化
・

　
　

  

赤
土
流
出
対
策

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
花
の
苗
を
提
供
す
る
な
ど
活
動

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も

に
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
て
、
緑
化
推
進
の
意
識
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
町
道
や

公
園
、
観
光
施
設
等
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
除
草
や
草
花
を
植
え
て

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

赤
土
流
出
対
策
に
つ
い
て
は
、
農

地
か
ら
の
流
出
が
依
然
と
し
て
続
い

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
久

米
島
赤
土
流
出
防
止
対
策
協
議
会
で

行
っ
て
い
る
、
防
止
板
の
設
置
・
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
植
え
付
け
・
緑
肥

の
播
種
・
心
土
破
砕
等
に
よ
る
対
策

及
び
営
農
指
導
に
よ
る
農
家
の
意
識

改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
南
部
保

健
所
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
引
き
続
き
監
視
体
制
及
び

防
止
対
策
の
指
導
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

町
民
の
生
活
・
福
祉
の
向
上
及
び

産
業
振
興
の
基
盤
と
な
る
町
道
、
農

道
、
農
村
基
盤
整
備
、
漁
港
の
整
備

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
旧
仲
里
改

善
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の
仲
里
公
園
及

び
兼
城
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
公

共
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
県
事
業
と
し
て
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
県
道
、
港
湾
、
河

川
、
排
水
路
、
水
質
保
全
対
策
な
ど

に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成
に
向
け
県

と
協
力
し
円
滑
な
事
業
推
進
に
努
め

る
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
要
望
し
て
き

た
他
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
上
質
な
水
を
確
保
・
供
給
す
る

と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た
上
下
水

道
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
町
道
整
備

比
嘉
２
号
線
道
路
改
良
工
事
お
よ

び
儀
間
１
号
線
に
お
け
る
危
険
個
所

の
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宇
江

城
城
跡
線
、
大
原
ビ
ー
チ
線
の
整
備

を
は
じ
め
、
橋
梁
等
長
寿
命
化
点
検

に
お
い
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と

判
定
さ
れ
た
島
尻
橋
、
真
謝
１
号
橋

に
つ
い
て
は
、
改
修
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
や
損
傷
度
な
ど
を
把
握
し
な

が
ら
状
況
に
応
じ
て
補
修
や
修
繕
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
農
業
基
盤
整
備

水
質
保
全
対
策
事
業
の
耕
土
流
出

防
止
型
に
お
い
て
は
、
比
屋
定
地
区
・

比
屋
定
２
期
地
区
、
清
水
第
１
地
区

の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
今
年
度
新
規
採
択
さ
れ
る
清

水
第
２
地
区
に
つ
い
て
は
実
施
設
計

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に
お
い

て
は
、
農
道
及
び
排
水
路
な
ど
の
生

産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業

に
お
い
て
は
、
島
尻
地
区
の
地
下
埋

設
型
の
減
圧
弁
を
地
上
設
置
型
に
更

新
を
図
り
、
農
業
水
利
施
設
の
維
持

管
理
に
お
け
る
負
担
軽
減
や
水
管
理

の
省
力
化
及
び
安
全
性
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
や
水
質

保
全
対
策
事
業
及
び
か
ん
が
い
排
水

事
業
な
ど
整
備
を
必
要
と
す
る
地
区

に
つ
い
て
は
、
排
水
路
、
沈
砂
池
な

ど
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
農
地
か
ら

の
赤
土
流
出
の
防
止
を
図
り
海
岸
の

環
境
保
全
に
繋
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
規
事
業
の
採
択
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
漁
港
の
整
備

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

が
進
む
儀
間
漁
港
第
１
防
波
堤
の
機

能
保
全
対
策
と
し
て
、
水
産
物
供
給

基
盤
機
能
保
全
事
業
を
継
続
し
、
漁

業
従
事
者
の
安
全
確
保
と
就
労
環
境

の
改
善
を
図
る
た
め
、
長
期
計
画
に

基
づ
き
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
儀
間
・
鳥
島

漁
港
の
海
岸
施
設
の
護
岸
、
離
岸
堤
、

突
堤
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
く
背
後
施
設
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
上
下
水
道
事
業

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
施
設

整
備
を
進
め
な
が
ら
管
路
・
配
水
池

の
更
新
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

銭
田
地
区
の
下
水
道
整
備
を
図
る
と

と
も
に
接
続
率
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道
使

用
料
徴
収
率
の
向
上
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
収
納
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
５
）
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の

　
　
　

 

推
進
、
公
営
霊
園
の
新
設

火
葬
か
ら
告
別
式
ま
で
の
一
連
の

葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
る
火

葬
場
と
葬
斎
場
を
併
設
し
た
施
設
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
施
設

の
適
正
な
管
理
運
営
に
取
り
組
み
、

安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
久
米
島
町
霊
園
整
備
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
や

利
用
し
や
す
く
か
つ
質
の
高
い
施
設

整
備
に
配
慮
し
た
、
町
営
霊
園
整
備

永
代
供
養
型
納
骨
堂
の
建
設
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

犬
猫
対
策
に
つ
い
て
、
登
録
促

進
及
び
狂
犬
病
集
団
予
防
注
射
の
接

種
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
猫
に
つ
い
て
は
、
フ
ン
被
害

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
引
き
続

き
、
去
勢
・
避
妊
手
術
を
社
団
法
人

日
本
動
物
福
祉
協
会
の
協
力
の
下
、

婦
人
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
に
よ
り
離

島
の
地
理
的
特
性
・
課
題
の
一
つ
で

あ
る
情
報
活
用
環
境
は
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
環
境
の
整
備
及
び
働
き
方
改
革

に
つ
な
が
る
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
環
境

整
備
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
引
き

続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

海
洋
温
度
差
発
電
の
実
用
化
に

向
け
て
の
環
境
づ
く
り
に
注
力
す

環
境
保
全
と
地
域
美
化

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
啓
発

情
報
通
信
基
盤
利
活
用

の
推
進

生
活
基
盤
の
整
備

福
祉
の
充
実
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る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
公
共
施
設
の
屋
根
な
ど
に
導
入

す
る
取
組
み
を
推
進
し
、
町
内
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
化
石
燃
料
を
大
量
消
費
す
る
自

動
車
に
つ
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
動
力
源
と
す
る
電
気
自

動
車
や
超
小
型
電
気
自
動
車
な
ど
、

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
推
進

に
取
り
組
み
を
行
う
自
治
体
と
連

携
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

各
種
災
害
へ
の
予
防
及
び
被
害
の

軽
減
に
努
め
、
町
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
る
た
め
日
々
の
訓
練
を
積

み
重
ね
消
防
力
の
充
実
・
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
久
米
島
町
地
域
防
災
計
画

及
び
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記

さ
れ
た
組
織
体
制
を
踏
ま
え
て
、
災

害
対
策
上
の
役
割
分
担
と
災
害
対
策

本
部
業
務
分
掌
を
明
確
に
し
、
初
動

対
応
の
流
れ
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）
消
防
体
制
強
化

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応

す
る
た
め
消
防
学
校
等
へ
の
消
防
職

員
、
団
員
の
研
修
訓
練
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
今
後
東
日
本
大
震
災
を

上
回
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、

緊
急
消
防
援
助
隊
の
訓
練
や
各
種
訓

練
に
参
加
し
、
久
米
島
町
に
お
け
る

大
規
模
災
害
発
生
時
の
受
援
、
応
援

体
制
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
安
心
・
安
全
確
保

の
た
め
、
防
災
活
動
の
拠
点
施
設
で

あ
る
消
防
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
補

修
整
備
と
経
年
劣
化
の
著
し
い
救
助

工
作
車
は
、
各
種
災
害
現
場
に
お
い

て
、
迅
速
確
実
な
救
助
活
動
に
支
障

を
来
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
車
両
の

更
新
に
向
け
た
整
備
計
画
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
救
急
業
務

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
救
命
率

の
向
上
、
傷
病
者
の
負
担
軽
減
な
ど

質
の
高
い
救
急
医
療
を
住
民
に
提
供

す
る
た
め
、
計
画
的
に
病
院
実
習
や

追
加
講
習
を
実
施
し
、
救
急
隊
員
の

技
術
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
応
急
手
当
の
普
及
活
動

に
お
い
て
も
、
過
去
に
住
民
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
て
の
応
急
処
置
を

施
し
た
救
命
効
果
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
町
民
及

び
事
業
所
な
ど
へ
応
急
手
当
普
及
啓

発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
火
災
予
防

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
等
を
未

然
に
防
ぐ
目
的
で
、
設
置
指
導
を
行

っ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
の
向
上
及
び
適
切
な
維
持
管
理

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

ホ
テ
ル
、
民
宿
等
の
防
火
対
象
物
が

安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
立

入
査
察
を
強
化
し
、
違
反
是
正
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
地
域
防
災

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
及
び

女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化
を
図

り
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
こ
と
を
基
本
に
、
社
会
環

境
の
変
化
に
即
し
た
消
防
防
災
体
制

の
充
実
強
化
を
図
り
な
が
ら
災
害
に

強
い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
５
）
防
災
体
制
の
強
化

昨
年
度
も
日
本
各
地
で
数
多
く

の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
の
災
害
に
対
し
て
迅

速
・
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
体
制

の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
災
害
情
報
の
収
集
・
発
信
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
外
国
人

へ
の
災
害
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
対
応
資

機
材
の
備
蓄
や
避
難
施
設
の
機
能
強

化
、
関
係
機
関
と
連
携
し
災
害
時
に

備
え
た
物
資
等
の
供
給
体
制
強
化
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
令
和
２
年
度
予
算
案
の

総
額
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
、
令
和
２
年
度
の
町
政
運
営

に
あ
た
り
、
私
の
所
信
に
つ
い
て
申

し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
人
口
減

少
」
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
大

き
な
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
そ

こ
に
暮
ら
す
「
す
べ
て
の
世
代
が
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
島
」「
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
島
」
を

目
標
に
し
、
町
民
一
人
一
人
が
と
も

に
知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
合
い
な

が
ら
行
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
「
夢

つ
む
ぐ
島
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
と
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

一般会計	  7,901,517千円
国民健康保険特別会計	 969,923千円
後期高齢者医療特別会計	 82,465千円
下水道事業特別会計	  277,218千円
上水道事業	 288,363千円

総　　額	 9,519,486千円

<計画に位置づけられた事業の成果や課題など>

●健康プロジェクト推進事業（福祉課）

事業内容 町民全体の健康増進を図るため、スマートプロジェクトの実施及び町民が利用するバーデハウ
ス久米島の施設利用料の一部を支援など、健康づくりの機運を高める施策を展開しています。

成果目標 特定健診受診率 基準値H29年  39.2％　⇒　R1年  51.5％（12.3％増）

事業効果 町民利用者数が増えることにより健康的な生活への意識が高まることが期待できます。

改善点又は
今後の取組方針

平成 26 年度に導入したトレーニングルーム（ＳＭＡＰ）の運動設備（ランニングマシーン、
エアロバイク、体組成計等電子機器）の耐用年数（５年）の期間を考慮し、計画的な機器購入
を行う必要があります。

●クリーンセンター運営事業（環境保全課）

事業内容

もえるごみは久米島クリーンセンターにおいて全て焼却処理し、しげんごみ、そだいごみ及び
もえないごみは久米島リサイクルセンターにて破砕、選別等の処理を経て、資源化を行ってお
ります。焼却処理後の焼却残渣と不燃性残渣、もえないごみの一部は久米島リサイクルセンター
の最終処分場で埋立て処分を行っています。

成果目標 ごみの減量化
（1人1日当たりごみ排出量） 基準値H29年度  1,397グラム⇒H30年度  1,331グラム（4.7％減）

事業効果 ごみ排出量の推移としては、収集ごみが減少傾向にあります。

改善点又は
今後の取組方針

平成29年度に比べ1人1日当たりのごみ排出量は若干減少したものの、沖縄県の平均に比べて1.5
倍程度もあり、ごみ排出量の削減に向けて、町民による意識が向上するよう、引き続き取り組
んでいきます。

＜島の現状と施策の方向性＞

　第２次久米島町総合計画は「すべての世代が活き活きと暮らせる島」を目指しています。すべての世代が活
き活きとした暮らしの基盤には“健康”でなくてはなりません。
　しかし、久米島町民の健康状態はあまり良くありません。2019年度の特定健診（国保40歳以上75歳未満）では、
町民の脂質の値は沖縄県内でワースト９位、半数以上の方がメタボとメタボの予備軍となっています。また近
年では、60歳前後の突然死や生活習慣病に起因する死亡者が増えており、今後ますます深刻化する可能性があ
ります。そのような中、町役場ではさまざまな角度から町民の健康を応援する「久米島健康プロジェクト」を行っ
ています。健康教室、ラジオ、広報誌などで健康づくりを呼びかけ、バランスの良い食事や運動、禁煙、健診
受診等を呼びかけ、実践する機会を提供しています。
　住環境は、美しい自然に恵まれ、適度なインフラ整備もされた恵まれた環境です。しかし、ゴミのポイ捨て
や不法投棄が後を絶たず、平成29年度の家庭ゴミ排出量も1人1日当たり約1,397ｇとなっており、沖縄県の
868ｇを大きく上回る数字となっています。水道の給水普及率は99.5%（2019年）となっており、一部集落
では湧水を利用できる自然環境が残っています。町では平成24年（2012年）に景観計画を策定し、翌年に景
観条例が施行されています。自然景観、集落景観、シンボル景観など様々な角度から美しく快適な久米島を守
るためのルールが提示されおり、官民一体となってこの計画を実現することは、町民の暮らしの快適さを向上
するとともに、島外からの観光客や移住者の呼び込みにもつながります。
　町民の暮らしを支える社会福祉（この項目では主に成人に対する福祉）もますます重要になっています。久
米島町の生活保護受給者の割合は年々高まっており、平成19年度（2007年）には9.17%であった生活保護割
合は、平成29年度（2017年）には15.08%となっております。その背景には、単に経済不況という事情以外に、
アルコール依存による就労意欲の低下や、生活習慣病をきっかけとしたうつ病など、健康状態と深刻に絡み合っ
た問題があります。また、一般に島内での障がい者への理解が遅れている部分があり、障がい者自身や障がい
者を身内に持つ家族が社会生活をしづらい側面があります。理解促進と共に、さまざまな人が共に暮らせる意
識の醸成が必要です。

　　　　　　「暮らす」世代のためにシリーズ5.

第２次久米島町総合計画

～島人みんなで織り上げる未来～
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講演会を開催しました！講演会を開催しました！
本間先生を呼ぼうの会本間先生を呼ぼうの会

　久米島町の中高生10人が自主的に企画し、2月15日(土)、
16日(日)に「次世代の学び」について考える講演会を開
催しました。本間正人先生(京都造形芸術大学　副学長)を
講師にお招きし、一日目は、“これからの時代、何を学び、
どう生きるか”をテーマに、二日目は、“英語の楽しい学び
方”をテーマにご講演いただきました。この２日間、本間
先生のユーモアあふれるお話と初対面の人でも仲良くな
れるグループワークを取り入れた講演会に、参加者から
は「(学ぶことに対し)ポジティブな印象に変わった」「ま
た、久米島に呼んでほしい」などという声がありました。
第二回の講演会も現在企画中です。ご期待ください！

税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール
久米島児童５名入賞久米島児童５名入賞

　２月17日（月）、第11回税に関する絵はがきコンクールに町
内児童５名が入賞し、大田町長、吉野教育長へ報告いたしまし
た。今回は126名の応募があった中から11名が入賞し、その内
５名が町内児童が入賞しました。入賞内容は下記のとおりです。
　北那覇税務署長賞に赤嶺梨寿夢さん（大岳小）、北那覇法人
会会長賞に山川大空さん（大岳小）、大田町長賞に長峯彩心さ
ん（清水小）、吉野教育長に高江洲美来さん（久米島小）、久米
島支部長に仲与志夢望さん（仲里小）

さとうきびの恩人に感謝を込めてさとうきびの恩人に感謝を込めて
字大原　坂井さんまつり字大原　坂井さんまつり

　坂井了爾さんの命日である２月10日、字大原にてお墓
参りならびに供養祭が行われました。坂井さんは明治時
代、字大原開墾と久米島の糖業に大きく貢献されました。
現在も続いている久米島の糖業は坂井さんの献身的な指導
があったからこそといっても過言はありません。JAおきな
わ久米島支店の松元支店長は「坂井さんまつりを通して、
さとうきび信仰につながっていると感じる。開催できたこ
とをめでたく思う」と述べました。また、久米島製糖㈱松
本課長より、「久米島町のさとうきびの糖度は平均を上回
る14.9度で県内トップクラス」と報告がありました。

福祉の活性化を願って社協へ寄附福祉の活性化を願って社協へ寄附
県建築士事務所協会、県建築士会県建築士事務所協会、県建築士会

　２月27日（木）、沖縄県建築士事務所協会野原会長、
佐久川専務理事、沖縄県建築士会伊佐副会長が久米島
町社会福祉協議会を訪れ、同会で開催したチャリティー
ゴルフの収益金から20万円を寄付しました。本チャリ
ティーは”沖縄は長寿県であり、社会福祉への支援は必
要”と考え平成20年から始まりこれまで多くの会員から
賛同を得て今年で38回目を迎えるそうで、久米島町へ
の寄付は初めてとなります。社会福祉協議会太田会長は
「ご寄附ありがとうございます。頂いた寄附金は久米島
町の福祉へ活用いたします。」と感謝を述べました。
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消消 防防 だだ
よよ りり

　「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」
を2019年度全国統一防火標語とし、令和２年３
月１日（日）～７日（土）までの間、春季全国火災
予防運動を実施しました。
　火災予防運動期間中は、一日消防長による特別点検や防火
対象物・危険物施設立入査察などの行事が行われました。

１　なぜ「住宅用火災警報器」が必要なのか？
・火災の発生に気づくのが遅れ、「逃げ遅れ」によって多くの方
が亡くなっています。
・火災の発生時間は、22時から翌朝６時までの就寝時間帯に多
く発生しています。
・９割が住宅火災で亡くなっています。
・６割が65歳以上の高齢者です。

２　住宅用火災警報器の種類は？
　煙式　煙が住宅用火災警報器に入ると音や音声で知らせます。
　熱式　住宅用火災警報器の周囲温度が一定の温度に達すると

音や音声で知らせます。　

３　どこに取り付けるのか？
　住宅用火災警報器は原則として、寝室と寝室がある階段には、
必ず設置しなければなりません。取り付け方法も定められてい
ますのでイラストを参考にして下さい。

４　どこに行けば買えるのか？
住宅用火災警報器は、消火器などとともにホームセンター、家
電販売店、消防設備業者などでも取り扱われ購入することがで
きます。

５　設置後はどうするの？
　定期的に点検を！
⇒設置されていても、住宅用火災警報器等が正常に機能しな
くては意味がありません。
・音声や警報機が鳴るかどうか点検しましょう。
・点検方法は、本体のヒモを引くものや、ボタンを押して点
検するものなどがあります。
・電池交換を忘れずに！電池タイプは、電池交換が必要です。
音声やランプブザーなどで交換時期を知らせてくれますの
で、交換を忘れないようにしましょう。

（　）は、令和２年累計

・救　急 ……………32件 （77件） 
・火　災 …………… 0件 （  1件）
・救　助 …………… 0件 （ 0件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 0件 （  0件）
・その他 …………… 0件 （  0件）

令和2年2月出動状況

合計……… 32件 （78件）

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。
住宅用火災警報器の交換の目安は10年です。定期的に作動の確認をしましょう。
○消防法及び久米島町火災予防条例により、すべての住宅に火災警報器の設置が義務づけられました。
※火入れを行う場合は、必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は119番へお願いします。

一日消防長に任命された　上江洲　幹子さん各事業所をまわり立入検査を行う一日消防長と消防職員

令和2年 春季全国火災予防運動実施

住宅用火災警報器の義務化について！

住警器・消火器の悪質な
訪問販売、点検にご注意

○消防署では住宅用火災警報器
　・消火器の販売は行っていません。
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第2次
久米島町
総合計画 空家等対策利活用計画 を策定しました

快適な住環境づくり 移住定住促進体制の充実 を目指して！

目　的 空家等とは 特定空家とは期　間

空家等に対する施策

町内の空家等の実態

施策24 施策44

家や宝
vol.7

やー

賃
貸
以
外
の

空
き
家
活
用
方
法
①

　皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。島
コ
ン
の
矢
島
で
す
！
久
米
島

に
移
住
し
て
き
て
２
度
目
の
春
で
す
。

　今
回
は「
仏
壇
の
あ
る
空
き
家
の
活
用
方
法
」の
１
つ

の
案
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
は「
移
住
体
験
住
宅
」で
す
。

　島
コ
ン
の
仕
事
を
通
し
て
、久
米
島
に
移
住
し
た
い
と

い
う
方
が
こ
ん
な
に
も
居
る
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。そ
ん

な
中
、令
和
元
年
度
に
移
住
体
験
ツ
ア
ー（
２
泊
３
日
）を

３
回
開
催
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、体
験
と
銘
打
ち
な
が
ら

も
限
ら
れ
た
久
米
島
し
か
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い

な
と
い
う
こ
と
で
す
。（
で
も
、１
回
開
催
に
つ
き
１
組
が

移
住
決
定
し
て
お
り
、成
果
は
感
じ
て
い
ま
す
。）

　そ
こ
で
、１
週
間
か
ら
１
ヶ
月
間
久
米
島
に
住
ん
で
も

ら
い
、様
々
な
経
験
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、ど
ん
な
人
か

を
住
民
が
知
っ
た
り
す
る
場
が
あ
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
空
き
家
の
貸
主
に
と
っ
て
も
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
旧
正
月
や
お
盆
な
ど
、仏
壇
行
事
の
あ
る
月
を
除
い
て

貸
す
こ
と
が
で
き
る
。

◆
使
用
し
て
い
る
の
で
、家
が
傷
み
に
く
い
。

◆
賃
料
収
入
に
な
る
。

◆
日
常
の
管
理
や
入
居・退
去
の
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ

れ
る
。

◆
最
初
か
ら
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、退
去
の
申
し

入
れ
も
し
な
く
て
い
い
。
　等

　ま
だ
漠
然
と
し
て
い
ま
す
が
、そ
ん
な「
移
住
体
験
住

宅
」の
管
理
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。移

住
体
験
住
宅
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
島
コ
ン
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。次
回
以
降
も
そ
の
他
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
お
話
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日　程：　4月11日（土）、4月25日（土）　10時～16時　　場　所：仲原家（真謝20番地）
お問い合わせ　☎８９４―６４８８　info@shimagurashi.net
※予約なしでも大丈夫ですが、予約いただくと確実です。

ど
ー
も

矢
島
で
す

計画の策定にあたり、町内の空家等の実態を把握するため、外観目視による空家等実態調査を実施しました。

令和2年度～
令和７年度まで

空家等のランク
A
B
C
D
合計

空家等の件数 具体的内容
11件
67件
57件
20件
155件

損傷等もなく、大きな修繕なしで利活用可能
一部に損傷等がみられるが、小規模な修繕で利活用可能

主体構造部以外に著しい損傷があるか、複数個所に損傷がみられ、中～大規模な修繕が必要
主体構造部もしくは複数個所に著しい損傷がみられ、大規模な修繕や除去等が必要

詳しくは町のHPか企画財政課まで！
お問合せ　企画財政課　☎985-7122

・増加している、管理が不十分
な空家等の対策のため
・空家等を住まい等へ利活用し、
移住定住を促進するため

通常、居住やその他の使用
がなされていない建築物や
その敷地

空家等のうち、放置すれば倒壊等著
しく保安上危険なものまたは衛生上
有害となる恐れのあるもの、著しく景
観を損なっているものなど。

（１）空家等の発生の予防
　・所有者等及び住民の意識醸成
　・島内に居住していない所有者等への相談対応
　・単身高齢者世帯や高齢者世帯の住まいの状況把握
　・空家等の発生を抑制するための特例措置の周知

（２）流通促進・活用支援
　・空家等利活用相談会・セミナーの実施
　・霊園整備計画の推進
　・移住定住施策と連動した取り組み
　・空き家バンク利活用促進

（３）適正管理の推進
　空家等の管理に責任のある所有者等の意識を向上し、
町は相談対応や情報提供等の環境整備を行い、自主的な管理を促進します。

（４）特定空家等に対する措置
　適切な管理が行われず地域住民の生活環境に悪影響を及ぼしている「特
定空家等」には、地域住民の生命、身体、財産の保護を図り、また、健康
で健全な生活環境の保全を図るため、必要な措置を講じます。

（５）推進体制の整備
　今後も空家等対策を協議するための協議会等の組織の設置し、外部の有
識者等と協議しながら空家等対策に具体的に取り組んでいきます。

移住定住相談員「久米島 島ぐらしコンシェルジュ」が利活用希望のある空家の所有者からの
情報を募集しており、「空き家バンク」として空家の利用希望者とのマッチングを行っております。
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教 育 委 員 会 だ よ り

掲載記事に関するお問合せ：久米島町教育委員会　☎985－2287

　「真喜志菓子店」（字仲泊）の真喜志康順さんが3月6日、町内中学校全生徒へ黒糖蜜たっぷりの「五
角たんなふぁーくる～」を寄贈しました。「奥武島の畳石」の形に似た五角形を「合格」に例え、無
事志望校へ合格して欲しいとの思いから、12年ほど前から毎年行っています。各中学校へ真喜志さん
の「志望校に無事合格し
て欲しい」との思いを詰
めた「五角たんなふぁー
くる～」を手渡ししまし
た。

久米島の中学生へ激励のお菓子寄贈

　経済産業省資源エネルギー庁主催の2019年度「わた
したちのくらしとエネルギーかべ新聞コンテスト」に大
岳小学校4年生5人が作成した「久米島が語るサトウキ
ビのひみつ」が全国3位に当たる「日本エネルギー環境
教育学会特別賞」を受賞しました。5人は久米島の基幹
作物であるサトウキビが持つ2つのエネルギーのひみつ
について調査し、「バカス」を燃やしたエネルギーを再
利用し、発電することを新聞にまとめました。新型コロナウイルスの影響で、表彰式が中止となりま
したが受賞の連絡を受けた児童らはとても嬉しそうな表情を見せていました。

令和元年度「わたしたちのくらしとエネルギーかべ新聞コン
テスト」大岳小3位受賞

　町内小学校5年生12名が新潟県十日町中里地区を訪問し、「第
58回なかさと交流会（冬の交流）」が行われました。
　1月23日～1月26日の日程で交流児童の家庭にホームステイを
して過ごし、久米島と異なる気候風土や生活習慣を体験し、田沢
小学校、貝野小学校との学校交流も行われました。今回は、記録
的な暖冬で雪が降る様子を見れませんでしたが、無事スキー体験
をすることができました。
　2月12日に「報告会」を開催し、交流児童が十日町市での体験や経験したことを保護者や学校関係
者らへ報告しました。

新潟の生活を体験  第58回なかさと交流会
　久米島町ヤングフェスティバルが2月16日、具志川改善センターで行
われ、13演目に140名が参加し、琉球舞踊・民謡、ダンス、ピアノ、
エイサー太鼓など日頃取り組んでいる練習の成果を発表しました。会場
には保護者や地域の皆さんら約400名が来場し、出演者に激励の拍手を
送りました。日頃から学校地域などでスポーツや学業、文化やボランティ
ア活動で活躍する児童生徒表彰が行われたほか、今年度創設された「久

米島ギネス」に、仲里小
学校3年の富永悠宇さん
が第1号に認定されました。「久米島ギネス」とは子ど
も達がふるさと久米島に愛着と誇りを持つことを目的
に創設され、久米島に関することを調べ、体験したこ
とをまとめたものの中から、優秀な作品を「久米島ギ
ネス」として認定しました。

第18回ヤングフェスティバル

美
崎
小
学
校

玉
城 

大
飛

た
ま
し
ろ

　
や
ま
と

十日町に行って感じた事は、
久米島との気候の違いについ
てです。暖冬の影響で雪が少
ないと言っていたけど、スキー
場には沢山の雪が積もってい
て、人生初スキーを体験でき
てとてもうれしかったです。

美
崎
小
学
校

玉
城 

豪
之
真

た
ま
し
ろ

　
こ
う
の
し
ん

なかさと交流で一番楽しかっ
た事は三日目のスキー体験で
す。初めはうまく滑る事がで
きなかったけど、交流生のお
父さんがわかりやすく教えて
くれたので、上手に滑れるよ
うになり、楽しかったです。

美
崎
小
学
校

浜
元 

夏
希

は
ま
も
と

　
な
つ
き

私はなかさと交流会を通して、
交流生や久米島の他校の人と
友情を深めることができました。
また、久米島では体験できな
いスキーや雪遊び、温泉など
が思い出に残りました。短い時
間だったけど楽しかったです。

大
岳
小
学
校

大
城 

柊
人

お
お
し
ろ

　
し
ゅ
う
と

ぼくが十日町に行って体験
して一番の思い出に残った
のは、スキー体験です。頂
上までは行けなかったけど
平面はすべれたので、みん
なで楽しめました。

大
岳
小
学
校

仲
地 
心
春

な
か
ち

　

   

こ
は
る

新潟に行って楽しかった事
は、スキー体験です。初めて
のスキーで最初は、止まるこ
とができなかったけど、練習
するとすべって止まることが
できてうれしかったです。ま
た新潟に行ってみたいです。

久
米
島
小
学
校

伊
集 

慎
之
介

い
じ
ゅ

　

  

し
ん
の
す
け

ぼくは、スキーが一番思い出
に残りました。なれるまで時
間がかかったけどすべる方法
を知れたのでよかったです。
その後、自分に速くすべる方
法を教えてくれたのでうれし
かったです。

久
米
島
小
学
校

田
端 

心
美

た
ば
た

　

   

こ
こ
み

一番楽しかった事はスキー
です。最初はうまくすべれな
かったけど、いっぱい練習し
てうまくすべれた時は、わた
しの中には達成感がありま
した。また、十日町のみなさ
んの親切さに感動しました。

清
水
小
学
校

上
里 

凛
華

う
え
ざ
と

　
り
ん
か

私は、新潟県十日町市に
行って一番印象に残ったこと
はスキー体験です。すぐに
すべれるようになったのでう
れしかったです。３泊４日
の短い時間だったけどとて
もいい思い出になりました。

清
水
小
学
校

本
永 

妃
芽

も
と
な
が

　
ひ
め

一番楽しかったことは、
スキー体験です。滑った
時、最初は転んだけど教
えてもらってできるよう
になりうれしかったです。
まら、リフトからの景色
がすごかったです。

仲
里
小
学
校

山
城 

賢
慎

や
ま
し
ろ  

け
ん
し
ん

雪をさわるのが初めて
だったので感激しまし
た。冷たくて、ちょっと
固かったです。また、ス
キー体験はすべるのはで
きるけど登るのができな
くて苦労しました。

仲
里
小
学
校

吉
永 

蹄

よ
し
な
が  

ひ
づ
め

ぼくが心に残っていることは
たくさんあります。スキーの
体験ではさかでスピードがで
てこわかったけど練習してす
べれるようになりました。また
受け入れ先の家族の気遣いが
良くてうれしかったです。

仲
里
小
学
校

田
村 

な
つ
き

た
む
ら

　

   

な
つ
き

一番の思い出はホームステイ先
の家族と一緒に雪山へ遊びに
行った事です。雪山ではスノー
モービルに乗ったり、動物の足
跡探しをして遊びました。ウサ
ギやキツネの足跡を見つける事
ができて楽しかったです。

久米島ギネス第1号の
富永悠宇さん
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第10号

じんぶん館ブログ “離島留学生の日々” が魅力化HPにてリニューアル！是非こちらも読んでください。→
※今月は卒業特別編としてハウスマスターがお届けしました。来月は拓登記者がお届けします！

　卒業生と過ごした濃い２年間を振り返り、私自身多くのことを寮生
から学ばせてもらいました。そして、身元引受人の皆様、地域の皆様
から寮生に向けられた、たくさんの温かい眼差しとご支援の手に心よ
り感謝しております。この３月をもって、ハウスマスターは卒業させ
ていただきますが、引き続き島外から久米島高校魅力化の応援団とし
てサポートさせていただきます。これからも離島留学生へのご支援、
どうぞよろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　（的場陽子）

　ハウスマスターとして生徒達のそばで喜怒哀楽を共にする2年間は、
会社員生活10年分に匹敵するくらいの濃い経験、まなびを貰うことが
出来ました。生徒達を宝物のように大切にして下さった身元引受人や
地域の皆様には久米島の温かさを教えて頂きいっぺーにふぇーでーび
る、です！久米島は私の第2の故郷。一旦島を離れますがエイサーを
踊りに戻りたいと思います！これからも離島留学生達への温かいご支
援、よろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　(内村未来)

　卒業報告会は、３年間の離島留学生活を10人の卒
業生が一人ひとりの言葉でスピーチをする場です。
この日に向けて、最後の１週間はみんな、夜な夜な
原稿を書いては直しを繰り返していました。いざ本
番、保護者や身元引受人の皆様の前で話し始めると、
こみあげてくる想いと涙で寮生が言葉に詰まる場面
が何回もありました。島全体で成長を見守っていた
だいた卒業生たちは、各自の進路に一歩踏み出して
いきます。ハウスマスターの的場と内村も、この３
月をもってじんぶん館を卒業させていただくことに
なりました。２年間、じんぶん館の活動にご理解と
ご支援いただき、本当にありがとうございました。

お問合せ　久米島町農業委員会　☎985－7134

全国農業新聞とは
　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会組織が発
行する農業総合専門紙です。「週刊」の時間を生かし、情報がわか
りやすいよう解説的にまとめられています。また、多くの読者に満
足してもらえるよう、家族全員が楽しめる記事も充実しています。
さらに、全国47都道府県にある支局の県版・地方版の充実によ
り、地域の元気で特徴のある明るい話題や地域独自のイベント情報
なども掲載されています。

許可申請書及び届出書等の申請締め切り日　　　　　→　４月15日（水）
令和２年度第１回（4月）農業委員会総会の開催日　 →　４月27日（月）

̶ 全国農業新聞を購読してみませんか ̶

　農業委員会総会（許認可業務の審議会）が開催されました。
　町農業委員会では、２月25日仲里庁舎において、令和元年度第11回農業委員会総会を開催し、
申請のありました案件を審議しました。
① 農地法第３条の規定による許可申請　　　　　　　　→５件　審議の結果許可されました。
② 農用地利用集積計画（案）に係る意見決定について　→１件　審議の結果許可されました。
③ 農用地利用配分計画（案）に係る意見決定について　→３件　審議の結果許可されました。

旅立ちの季節がやってきました。3じんぶん館 第４期生の卒業報告会の様子をお届けします！

じんぶんファームで大切に
育てたキャベツをお世話に
なった身元引受人の皆様に
プレゼントしました。

キャベツ
贈呈式

卒業報告会後の集合写真です。
持っているのはサクラ型の特製クッキー
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第10号

じんぶん館ブログ “離島留学生の日々” が魅力化HPにてリニューアル！是非こちらも読んでください。→
※今月は卒業特別編としてハウスマスターがお届けしました。来月は拓登記者がお届けします！

　卒業生と過ごした濃い２年間を振り返り、私自身多くのことを寮生
から学ばせてもらいました。そして、身元引受人の皆様、地域の皆様
から寮生に向けられた、たくさんの温かい眼差しとご支援の手に心よ
り感謝しております。この３月をもって、ハウスマスターは卒業させ
ていただきますが、引き続き島外から久米島高校魅力化の応援団とし
てサポートさせていただきます。これからも離島留学生へのご支援、
どうぞよろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　（的場陽子）

　ハウスマスターとして生徒達のそばで喜怒哀楽を共にする2年間は、
会社員生活10年分に匹敵するくらいの濃い経験、まなびを貰うことが
出来ました。生徒達を宝物のように大切にして下さった身元引受人や
地域の皆様には久米島の温かさを教えて頂きいっぺーにふぇーでーび
る、です！久米島は私の第2の故郷。一旦島を離れますがエイサーを
踊りに戻りたいと思います！これからも離島留学生達への温かいご支
援、よろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　(内村未来)

　卒業報告会は、３年間の離島留学生活を10人の卒
業生が一人ひとりの言葉でスピーチをする場です。
この日に向けて、最後の１週間はみんな、夜な夜な
原稿を書いては直しを繰り返していました。いざ本
番、保護者や身元引受人の皆様の前で話し始めると、
こみあげてくる想いと涙で寮生が言葉に詰まる場面
が何回もありました。島全体で成長を見守っていた
だいた卒業生たちは、各自の進路に一歩踏み出して
いきます。ハウスマスターの的場と内村も、この３
月をもってじんぶん館を卒業させていただくことに
なりました。２年間、じんぶん館の活動にご理解と
ご支援いただき、本当にありがとうございました。

お問合せ　久米島町農業委員会　☎985－7134

全国農業新聞とは
　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会組織が発
行する農業総合専門紙です。「週刊」の時間を生かし、情報がわか
りやすいよう解説的にまとめられています。また、多くの読者に満
足してもらえるよう、家族全員が楽しめる記事も充実しています。
さらに、全国47都道府県にある支局の県版・地方版の充実によ
り、地域の元気で特徴のある明るい話題や地域独自のイベント情報
なども掲載されています。

許可申請書及び届出書等の申請締め切り日　　　　　→　４月15日（水）
令和２年度第１回（4月）農業委員会総会の開催日　 →　４月27日（月）

̶ 全国農業新聞を購読してみませんか ̶

　農業委員会総会（許認可業務の審議会）が開催されました。
　町農業委員会では、２月25日仲里庁舎において、令和元年度第11回農業委員会総会を開催し、
申請のありました案件を審議しました。
① 農地法第３条の規定による許可申請　　　　　　　　→５件　審議の結果許可されました。
② 農用地利用集積計画（案）に係る意見決定について　→１件　審議の結果許可されました。
③ 農用地利用配分計画（案）に係る意見決定について　→３件　審議の結果許可されました。

旅立ちの季節がやってきました。3じんぶん館 第４期生の卒業報告会の様子をお届けします！

じんぶんファームで大切に
育てたキャベツをお世話に
なった身元引受人の皆様に
プレゼントしました。

キャベツ
贈呈式

卒業報告会後の集合写真です。
持っているのはサクラ型の特製クッキー

　２月に卒塾式を行いました。 ２名の琉球大学合格
者を含む10名が塾から巣立っていきました。
　卒業生の皆様、本当におめでとうございます。
　これからのご活躍をお祈りしています。

新井 直樹（令和2年 3月退任）

　３月をもって退任することに
なりました。久米島に来て間も
ない頃、子供と大人がお互い信
頼しあって話をしている場面を
何度も見て、自分が理想とする
地域の教育がすでに実現されている島なんだなあと
嬉しくなったのを覚えています。一度埼玉に帰りま
すが、久米島は第二の故郷です。これからも久米島
の力になれることがあれば積極的に関わっていきま
す。 ３年間本当にありがとうございました！

卒塾式卒塾式

春もやや　気色ととのう　月と梅
松尾 芭蕉

　新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。新２・３
年生の方々は、進級おめでとうございます。
　さて、新しい年度の始まりはドキドキワクワクするもの
です。新しい環境に胸躍ることと思いますが、まずは体調
と自分の気持ちを整えましょう。
　4月は、進路のことを改めて見つめなおす時期にもなっ
ています。
　なお、久米島学習センターの新３年生の入塾申し込みは、 
４月末までとなっております。また、新１・２年生の体験
入塾・入塾申し込みは年中受け付けております。

餃子で食育を学ぶ会 ちゅらゼミSDGｓ ・ LGBT 講座

今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ センター試験まであと 100日！センター試験まであと 100日！今月のテーマ 新年度、次の準備はすでに新年度、次の準備はすでに

退任のお知らせ

学習センターでは、２月にたくさんのイベントを行いました！今年度もたくさんやっていきますよー！

お問い合わせ
☎ 070-3802-2739　　E-Mail：kumejuku@gmail.com
フェイスブックも更新中　「久米島学習センター」で検索！

フェイスブック
QRコード

久米島学習センター通信
全国有数の町営塾が久米島高校生と共に成長していく様子をお伝えする記事です。

第54号

勉強に関するご質問など、お気軽にお問い合わせください！スタッフが丁寧にお答えします！
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目指せ！健康あいらんど久米島

早寝、早起き、朝ごはんで子どもたちの健康を守ろう！
　久米島町の9割を超える大人に生活習慣病を示す健診結果に何らかの異常がある
ことを以前お伝えしましたが、子供たちの健康はどうでしょう。令和元年度の久米
島町の小学校1年生から高校3年生までの子どもたちの体格を全国平均と比べると、
身長は全国平均並みか、やや低めですが、体重は全体的に重いという結果でした。
　身長は学年によって全国平均よりやや低く、特に小学5年生男子で-1.3cm、小学5年女子で
-3.3cm、高校２年男子で-1.2cm低くなっていました。体重については、ほとんどの学年で全国平均
を超えており、全体的に男子より女子の肥満が多くなっています。特に中学2年生男子は+4.1kg、中
学2年女子は+4.9kg、高校2年女子は+2.1kg平均より重いと言う結果で、小中高校生の11.5～15％
は肥満、高校生の15％は痩せとなっています。
　血液検査を実施した小学5年生の26％、中学1年生の17％、高校1年生の11％の子どもたちに
LDLコレステロール値の異常がでており、小学5年生の30％、中学1年生の35.9％はインスリン値
が異常に高くなっていました。将来糖尿病になりやすい糖代謝に異常があった子どもたちは小学
校5年生で45.2％、中学1年生で56.3％いると言う結果でした。

　成長期の子どもたちは体をつくるたんぱく質、体の調
子を整える野菜を毎食食べること、十分な睡眠や運動が
大切です。カップ麺や菓子パンを食事替わりにしたり、揚
げ物、お菓子を食べすぎたりしていないか、今一度ご家庭
で確認してみましょう。
　今の子どもは生活が豊かになり、栄養のある食べ物が
たくさん食べられるようになったことなどから、親の世
代より身長が高く、すらっとしたモデル体型になってき
ています。しかし、昔に比べて生活が便利になり、歩いた
り、体を動かしたりすることが少なくなったことで筋力
が減るなど、体力・身体能力の低下が深刻です。

　文部科学省が令和元年12月23日に発表した平成30年度の「体力・運動能力テスト」の平均点は過去
最低を記録しました。体力・運動能力は、スポーツをする子どもだけではなく、怪我の予防や将来の健
康保持など、子供たち自身の身を守るうえでとても大切なものです。小学生の8割が「運動は好き」と答
えていますが、年齢をかさねるごとに低下する傾向にあります。スポーツ庁では、上図の3つが体力・運
動能力低下の原因と説明しています。
　本町の子どもたちの健診結果を改善するために必要なことは栄養・運動・睡眠のバランスを整えるこ
とです。早寝、早起き、朝ごはんでしっかり生活リズムを整え、3度の食事で栄養バランスの良い食事を
とり、日中はたっぷりと屋外で遊んで体を動かすことが大切です。
　4月から、新学期が始まりますね。次世代を担う子どもたちの健康を守ることは、社会全体の責任で
す。子どもたちの健康を守るために、車での送迎を辞めて、徒歩や自転車での登下校を考えてみてはい
かがでしょうか。

体力・運動能力低下の原因

① 授業外の運動時間の減少
② スマートフォンなどのスクリーン
　 を見ている時間の増加
③ 小学生、中学生の肥満の増加

今の11才と35年前の11才の体格、運動能力を見てみよう！

身長(㎝) 

体重(kg)

50m走(秒) 

ソフトボール
投げ(m) 

147.1(↑1.6)

38.9

 9.1(0.1遅い)

16.8(↓3.7)

145.5

37.8

 9

 20.5

145.5(↑2.3)

36.5

8.8

27.9(↓6.1)

親の世代

男　子 女　子
今の子どもたち 親の世代 今の子どもたち

※親の世代は昭和60年度の11歳、今の子どもは平成30年度の11歳。(小数点第2位以下四捨五入）

143.2

38

8.8

34

［身長の差］

143.2

145.5 145.5

147.1

男　子

■昭和60年度
■平成30年度

女　子
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公立久米島病院だより
☎985－5555
受付時間／午前8時30分～11時
　　　　　午後1時～4時

4・5月の休診日：毎週日曜・月曜、4/29（水）、5/5（火）、5/6（水）

す。

久
米
島
勤
務
を
振
り
返
っ
て

　～
生
活
習
慣
病
予
防
の

取
り
組
み
～

内
科
医
　
上
原
　盛
幸

　
久
米
島
町
は
、
糖
尿
病
等
の
生

習
慣
病
や
肥
満
が
蔓
延
し
20
年

後
の
日
本
の
人
口
構
成
を
反
映

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
よ
り
３
年
間
、
琉
球

大
学
、
久
米
島
町
、
久
米
島
病
院
、

各
種
企
業
の
連
携
で
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス(

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
、
ア
プ

リ)

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
生
活
習

慣
病
の
予
防
・
改
善
に
関
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
私
は
、

２
０
１
８
年
か
ら
２
年
間
久
米
島

病
院
で
勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
で
は
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と

は
、
健
康
に
役
立
つ
情
報
を
自
分

で
選
び
活
用
す
る
力
の
こ
と
で
す
。

今
回
参
加
者
の
皆
様
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン(

ア
プ
リ)

を
貸
出
し
、
普

段
の
食
事
・
運
動
・
睡
眠
等
の
情

報
を
入
力
す
る
と
各
人
に
適
し
た

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
が
メ
ー
ル
で
配

信
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。
現
時
点
で

分
か
っ
て
い
る
結
果
の
一
つ
と
し

て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に

利
用
さ
れ
た
方
々(

ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
が
高
い
方
々)

で
体
重
減

量
効
果
や
糖
尿
病
デ
ー
タ
が
改
善

し
ま
し
た
。
健
康
へ
の
第
一
歩
は

正
し
い
情
報
を
知
る
こ
と
で
す
が
、

久
米
島
は
そ
の
情
報
に
触
れ
る
機

会
、
そ
れ
を
生
か
し
た
い
と
思
え

る
機
会
が
や
や
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
病
院
や
役
場
と
も
協
力

し
た
環
境
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ

て
き
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
研
究
で
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
影
響
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
生

成
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
が

有
効
と
な
る
対
象
者
の
割
り
出
し

や
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
繰
り
返
し
、

い
ず
れ
は
皆
様
に
広
く
利
用
で
き

る
健
康
サ
ー
ビ
ス
を
、
役
場
と
協

力
し
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
は
皆
様
の
協
力
に

支
え
ら
れ
、
久
米
島
の
魅
力
を
感

じ
る
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
住

民
の
皆
様
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
、
役
場
の
方
々
を
初
め
と
し

た
全
て
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
米
島
子
ど
も
健
康

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

　〜
小
児
の
糖
尿
病
予
備
群

を
減
ら
そ
う
〜　

小
児
科
　
渡 

邉
　 

幸

　
久
米
島
町
で
は
平
成
22
年
度
よ

り
小
学
校
５
年
生
〜
高
校
３
年
生

ま
で
に
生
活
習
慣
病
健
診
（
血
液

検
査
、
血
圧
、
腹
囲
測
定
な
ど
）

で
あ
る
「
子
ど
も
健
診
」
を
開

始
。
そ
の
後
、
平
成
24
年
よ
り
町

と
学
校
・
医
療
・
地
域
と
で
協
力

し
て
小
児
生
活
習
慣
病
対
策
を
行

う
「
久
米
島

子
ど
も
健
康

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
発
起

し
、
子
ど
も

の
生
活
習
慣

病
予
防
の
た

め
の
色
々
な

取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い

ま
す
。

　〈
久
米
島
は
小
児
糖
尿
病
の
発
症

率
が
全
国
の
30
倍
！
〉

　
子
ど
も
健
診
を
開
始
し
て
驚
い

た
事
が
、
毎
年
５
〜
15
％
の
子
ど

も
た
ち
が
糖
尿
病
予
備
群
（
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
）
の
異
常
を
認
め

る
と
言
う
事
で
す
。
糖
尿
病
予
備

群
に
入
る
の
は
肥
満
の
子
供
が
多

い
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
子
も
い

ま
す
。
運
動
不
足
で
甘
い
お
菓
子

や
ジ
ュ
ー
ス
が
好
き
な
子
に
多
い

よ
う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
は

栄
養
指
導
や
健
康
指
導
を
行
う
こ

と
で
改
善
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
糖
尿
病
予
備
群
の
子
ど
も
の

人
数
は
年
々
少
し
ず
つ
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
改
善
が

見
ら
れ
ず
に
中
学
生
や
高
校
生
で

小
児
２
型
糖
尿
病
を
発
症
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

10
万
人
あ
た
り
の
発
症
率
に
換
算

す
る
と
久
米
島
の
小
児
2
型
糖
尿

病
発
症
率
は
90
人 

／
10
万
人
と
な

り
、
全
国
の
２・５
〜
３
人 

／
10
万

人
の
発
症
率
と
比
べ
る
と
、
な
ん

と
30
倍
の
発
症
率
に
な
り
ま
す
。

　〈
ど
う
し
て
糖
尿
病
に
な
る
の
？

な
ら
な
い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？
〉

　
小
児
の
２
型
糖
尿
病
の
原
因
は
、

遺
伝
（
体
質
）
と
日
々
の
生
活
習

慣
で
す
。
運
動
不
足
＋
食
べ
過
ぎ

に
よ
り
内
臓
脂
肪
が
増
加
す
る
事

で
、
膵
臓
か
ら
出
る
イ
ン
ス
リ
ン

が
効
き
に
く
く
な
り
（
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
）、
そ
こ
に
イ
ン
ス
リ
ン
分

泌
低
下
も
加
わ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　
子
ど
も
健
診
で
空
腹
時
イ
ン
ス

リ
ン
値
が
15
㎍
／
dl
以
上
で
あ
る

人
、
首
や
脇
の
下
、
股
の
近
く
の

皮
膚
が
黒
く
な
る
「
黒
色
表
皮

種
」
を
き
た
し
て
い
る
人
は
「
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
高
い
」
と
言

え
、
生
活
改
善
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
両
親
や
親
戚
に
２
型
糖
尿
病

の
人
が
い
る
人
は
糖
尿
病
に
な
り

や
す
い
体
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

以
下
の
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　〈
生
活
改
善
ポ
イ
ン
ト
〉

　
ポ
イ
ン
ト
は
「
３
食
し
っ
か
り

食
べ
る
事
、
夜
更
か
し
し
な
い
事
、

野
菜
か
ら
食
べ
る
事
、
間
食
し
な

い
事
、
歩
く
事
」
で
す
。
現
代
の

子
供
た
ち
の
多
く
は
ジ
ュ
ー
ス
や

甘
い
お
菓
子
・
ア
イ
ス
な
ど
を
摂

取
し
過
ぎ
て
「
糖
分
」
を
取
り
過

ぎ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、「
歩
か
な

い
」「
夜
更
か
し
」
な
ど
の
生
活
習

慣
が
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
増
大
に

拍
車
を
か
け
ま
す
。

　「
飲
み
物
は
お
茶
。
学
校
は
歩
い

て
行
く
。
ス
マ
ホ
は
21
時
に
切
る
」　
　

　
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
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相
談

■
無
料
法
律
相
談

内
容
　
財
産
、
相
続
、
金
銭
、
賃
借
、
契
約

な
ど
の
法
律
問
題

日
時
　
4
月
9
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所
　
仲
里
庁
舎
１
階
会
議
室

※
予
約
制
と
し
ま
す
。

　
当
日
受
付
も
行
い
ま
す
が
、

　
予
約
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ

総
務
課
　
☎
９
８
５

−

７
１
２
１

お
知
ら
せ

■
「
久
米
島
町
出
産
祝
品
贈
呈
事
業
」
の
贈

呈
品
・
店
舗
が
増
え
ま
す
！

内
容
　
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
現
在
の
贈

呈
品
に
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4/1   〜  5/6　　　　　　　　  の主な日程

1 水 ・区長会

4 土 清明

5 日
・海開き祈願祭（予定）
・海開きイベント（予定）

7 火
・小中学校始業式
・高校入学式

8 水 ・小中学校入学式（小：午前、中：午後）

9 木 ・幼稚園入園式

12 日 ・ハテの浜クリーンアップ

19 日 ・集落外清掃　

23 木 ・農業用廃プラ受入日

27 月 ・農業委員会総会（仲庁２Ｆ）

29 水 昭和の日

5月 ・乳幼児健診 ～ 30日

1 金 ・区長会

3 日 憲法記念日

4 月 みどりの日

5 火 こどもの日

6 水 振休

令和2年度の主な行事予定を紹介します。
月 日 内　　容
4 5 (日) 海開き祈願祭

12 (日) ハテの浜クリーンアップ
5 16 (土) 消防フェア

30 (土) 宜野湾～久米島ヨットレース
6 7 (日) sea water dream フェスティバル

12 (金) 【記念日】久米島海洋深層水の日
23 (火) 久米島慰霊祭
24 (水) 爬龍船大会(鳥島、真泊)
28 (日) 爬龍船大会(儀間)

7 5 (日) 真謝全島角力大会
17 (金) 東京久米島直行便就航～8/31
19 (日) (東京)球美友結の会
19 (日) 年代別ソフトボール大会
26 (日) 久米島の久米仙パークゴルフ大会

8 1 (土)～ 2 (日) 久米島まつり
14 (金) 儀間志良堂杯角力大会
15 (土) 謝名堂南謝門全島角力大会
23 (日) 西銘全島角力大会、西銘エイサー
28 (金) 第19回久米島町肉用牛共進会

9 1 (火) 旧盆エイサー(謝名堂、真我里、比嘉、真謝、儀間、宇根、鳥島)
2 (水) 旧盆エイサー(嘉手苅)
3 (木) 【記念日】球美の日　久米島観光の日
21 月) 仲地全島角力大会
25 (金)～ 26 (土) ハワイアンフェスティバル

10 1 (木) 兼城獅子舞
11 (日) 町民運動会
17 (土) 小体連陸上大会
25 (日) 久米島マラソン大会

11 1 (日) 那覇地区駅伝大会(久米島大会)
5 (木) 町防災訓練
21 (土) シュガーライド
28 (土) 久米島車エビフェスタ

12 6 (日) 産業まつり
11 (金)～ 13 (日) 久米島町観光と物産＆芸能フェア

1 5 (火) 久米島町新年会
7 (木) 消防出初め式
10 (日) 久米島町成人式
16 (土)～ 17 (日) 久米島のんびりウォーク

2 1 (月) 楽天イーグルスキャンプイン
6 (土) 【記念日】久米島紬の日
20 (土) 町長杯JALJTAパークゴルフ
20 (土)～ 21 (日) 那覇地区ミニバスケット久米島交流大会

※都合により変更・中止になることもありますがご了承くださ
い。(久米島町)

　昨年10月、県の象徴的な建造物「首里城」が火災に見舞われ、正殿など各御殿や収蔵されてい
た貴重な文化財が焼失してしまい、多くの方が心を痛めました。
　久米島町は一日でも早い復興を願い、首里城再建義援金の募集し下記金額を受付、沖縄県へ贈
りましたことをご報告いたします。

　2月22日（土）久米島シーサイドパークゴルフ場に
て「第８回久米島町長杯第６回JALJTAカップパーク
ゴルフ大会」が開催されました。大会には県外からは
58名、県内25名、島内70名の計153名が参加しまし
た。当日はあいにくの天気でしたが、参加者はアーラ
浜コースを含めた5コース（45ホール）を楽しみまし
た。大会終了後は具志川改善センターにて交流会が行
われ、島民及び参加者の交流を深めました。
　大会の順位は下記のとおり 。

ひやみかち
首里城！

町民、関係者の皆様
ご支援いただき
ありがとうございました

窓口募金（11月6日～3月10日）

238,211円
琉球古武術保存振興会様

主催国際セミナー募金箱、会員からの義援金

310,374円
第８回久米島町長杯

第６回JAL JTAカップ パークゴルフ大会

【男子の部】

くめスポ
kumeSpo

1位
2位
3位

又　吉　政　彰
糸　数　　　樹
國　吉　　　豊

字仲泊
字鳥島
字鳥島

スコア118
スコア121
スコア124

【女子の部】
1位
2位
3位

長谷川　光　江
國　吉　裕　子
又　吉　孝　子

千葉県
字鳥島
字仲泊

スコア128
スコア130
スコア130
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TOPICSTOPICS

人口の推移
令和2年2月末現在

男 4,130人

3,626人

7,756人

4,130人

3,626人

7,756人

女

計

3,979世帯3,979世帯

月号月号44 NO.217NO.21720202020

【お問合せ先】久米島紬事業協同組合　☎985-8333【お問合せ先】久米島紬事業協同組合　☎985-8333

後世に伝えたい「久米島紬」の技法を身につけませんか？
令和2年度後継者育成 研修生募集

【応募条件】
①久米島町に居住する方　
②研修終了後は紬組合員に加入すること
③研修終了後、久米島町に在住し、久米島紬
の制作に携われる方

【申込締切】令和２年５月15日（金）
【面 接 日】書類審査後、個別に通知

【申込場所】久米島紬事業協同組合
　　　　　 （ユイマール館内）
【定　　員】６名
【提出書類】
①久米島紬後継者育成事業研修申込書
　＊紬組合に備え付けております。
②住民票　　③写真１枚（3.5×３cm）


